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東京タワーの下に 5,500 人が参加 
42 年ぶりに稼働している原発がゼロになった日 

「原発ゼロの日 さようなら原発５・５（ゴーゴー）集会」 
 

  
 北海道電力泊原発３号機の定期検査入りでの停止に伴い、稼働している日本の原発がゼロになった５月５日、東

京・芝公園で「原発ゼロの日 さようなら原発５・５（ゴーゴー）集会」が開催され、好天に恵まれる中、5,500 人

が参加しました。奇しくも、この日は「こどもの日」。会場では事前に準備された、「さようなら原発」鯉のぼりが

参加者一人ひとりの手に持たれ、「原発はいらない」、「再稼働を許さない」の思いを乗せて、東京タワーの下を泳ぎ

ました。集会は、生田卍さんによるコンサートで始まり、ルポライターで呼びかけ人の鎌田慧さんらの発言に、参

加者は熱心に耳を傾けました。講談師で賛同人の神田香織さんの発言には、参加者席から女性から「かっこいい！」

というかけ声がかかるなど、全体的に元気で明るい集会となりました。 

 集会後はパレードに出発し、東京タワーの前を通り、芝大門から浜松町へ。旧芝離宮庭園（ＪＲ浜松町駅前）ま

でのコースを元気よく歩きました。
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集会での発言  

 

オープニングコンサートを盛り上げる生田卍さん 
 

鎌田 慧さん 
ルポライター／呼びかけ人 

この瞬間を見ずに亡くなった方たちの

魂と一緒に 
 皆さんこんにちは。

今日、いよいよ原発 54

基がすべて止まると

いう歴史的な瞬間を

迎えました。昨日の雨

も止んで本当にさわ

やかな五月晴れの天

気になりました。こどもの日です。私たちは子どもに

この地球と日本列島を残す責任がありますけど、その

責任を果たしてこなかったというのは、大きな反省と

してあると思います。ですから、もう止めてしまった

この原発は、もう絶対再稼働させない、ずっとこのま

ま持続可能な社会にするということが、私たちの今日

の集会です。そして、とにかくこの歴史的な瞬間を皆

さんと一緒にお祝いしたいと思います。 

 しかし皆さん、考えてください。今まで全国で原発

反対運動に立ち上がった人たちが、もういろんな方が

鬼籍に入っています。この瞬間を見ないで亡くなって

います。日本の原発反対運動にあって、残念ながら闘

い敗れた人がたくさんいます。この人たちの思いも今

日共有します。この人たちの魂と一緒に今日は行進し

ます。そして、その魂に守られながら、私たちは脱原

発に力強く向かっていきたいと思います。 

 今日の集会を「さようなら原発 5.5（ゴーゴー）集会」

と名付けました。これは「さようなら原発」へ進んで

いくという思いからです。これを政府にたたきつけて、

1000 万人署名と一緒にたたきつけて、日本を原発社会

から脱却させる、そういう思いです。 

 福島の皆さん、本当に申し訳なかった。他の地域の

人たちにも同じような悲しい思いをさせたくない。そ

ういう思いも込められています。現地の人たち、住民

闘争の末に亡くなった人たち、未来を担う子どもたち

に。もっともっとがんばりましょう。 
 

澤地久枝さん 
作家／呼びかけ人 

1000 万人が声をあげれば政治は変わら

ざるをえない 
 皆さん、よくいらっ

しゃいました。よく晴

れて、いいこどもの日

だと思います。ともか

く現在は、公に動かす

ことになっている原

発がゼロですね。最後

の泊原発はいま、止めるための作業をやっているわけ

です。今日は原発ゼロの記念すべきこどもの日です。 

 私たちはいま、新しい時代に向かって、新しい核の

時代に向かって、核はいらないという世界の中ではっ

きりとした態度を示す国になりたいと思います。今日

は原発ゼロの日です。あの日を境に日本は核兵器から

も原発からもずっと遠ざかっていったということがで

きる、世界でも先進的な国の一つになれればというこ

とを、子どもたちに誇りを持って伝えたいと思います。 

 しかし、残念なことに福島の原発は事故を起こしま

した。そして、この放射能は子どもたちの口に入ろう

としています。もうすでに入っていますね。外からの

被曝だけではなくて、呼吸だとか食べ物だとか、内部

被曝が非常に深刻なわけです。そういうことを私たち

は防ぎきれなかった。そのことは悔いても悔い足りな

いくらいの私たちの負い目です。子どもたちに対する

負い目です。この国は方針というものが変わらないの

ではないかとお思いになる方もあるかもしれない。テ

レビを観ていると、そういう声ばかり拾っていますね。

だけど、1000 万人の人たちが反原発、脱原発の署名を

し、1000 万人の人たちがわれわれはもう原発は嫌だ、

止めるという声をはっきり上げれば政治は変わらざる

を得ません。そのことに私たちは自信を持ちましょう。

一緒に力を合わせて進んでいきましょう。 
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司会進行を務めた弁護士の猿田佐世さん 
 

内橋克人さん 
経済評論家／呼びかけ人 

真実というものを見抜く鋭い洞察力を

持たなくてはならない 
 私たちを祝福して

くれているように、今

日は五月晴れとなり

ました。私は鯉のぼり

の中でお話をすると

いうことが、大変好き

です。幸せな気持ちで

す。そんな中で今日を迎えた思いについてお話をさせ

ていただきたいと思います。 

 本日の夕方５時、泊原発３号機の出力がいよいよ低

下していきます。そして、夜の 11時、出力低下から６

時間、原子炉内の核分裂反応が完全に止まります。こ

れで国内のエネルギー、つまり原発に依存するエネル

ギーはゼロになります。 

 こういう状態を指して、日本人の集団自殺だと、こ

ういうことをおっしゃった方がいらっしゃいますけど、

絶対にそうはなりません。何の破たんも起きておりま

せん。一つ、私たちが注意をしなければならないのは、

今日原発の稼働停止ということが新たな原発立国への

準備でもあります。このことを肝に銘じておかなくて

はならないと思います。今回の停止、再び稼働させる

ための準備をしている点検であります。例えば炉心と

か、タービンとか。あるいは非常用の発電機、こうい

ったものの点検をいたします。核燃料を４分の１を取

り替える。何のためにそういうことをするのでしょう

か。これを再び稼働させて、3.11 の前の姿に戻ろうと

する。つまり、原発立国を再び立ち上がらせるための

入念な準備を進めている、これが現状、現実でありま

す。その点を皆さん、心にとどめておいていただきた

い。ですから、今日迎えたこの日を、持続可能、つま

りゼロの日を永久にゼロにする、そのために進めてい

かなくてはなりません。 

 私たちは言葉のあやとか、トリックとか、レトリッ

クとか、そういうものに惑わされてはなりません。そ

の背景にある、真実というものを見抜く鋭い洞察力を

持たなくてはなりません。今日はそのスタートの一歩

です。世界を転換させなければ、本当の意味で原発ゼ

ロという日はやってきません。そのためには、原発が

なくては仕事がない、仕事がなければ生きていけない、

暮らしていけないという、そういう社会の構造、あり

方、政治の進め方、政策形成のあり方、それを変えて

いただかなければなりません。ゼロになって、それを

再び永続させていく。持続可能にする。それを新たに

誓う一日であると私は信じております。 
 

  

古今亭菊千代さん 
落語家／賛同人 

楽しく笑えるオチがつくれる世の中に

したい 
 お暑い中、お疲れ様

でございます。先ほど

有楽町駅前で、1000

万人署名のお願いを

鎌田慧さん、神田香織

さんと一緒にやって

まいりました。つくづ

く感じました。今日５月５日、いろんな楽しい行事が

控えていて、有楽町駅前をいそいそと歩く家族の方々。

まだ署名と言われると少し嫌な顔をしたり、そっぽを

向いたりする方々がいらっしゃいます。とても悲しか

った。でも、それはその人たちのせいではないのだな

と、つくづく感じました。この脱原発の動きが全世界、

日本中に広がっていて、毎週毎週どこかで脱原発のパ

レードが行われているのに、新聞やテレビで取り上げ
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ない。普通に家族で暮らしている普通の人たちが、脱

原発のパレードに参加して、シュプレヒコールしたり、

原発いらないと叫んだりしているのに、自分たちと同

じ立場の人たちがそういう運動をしているのに、それ

を知らされてない人たちが、「あ、特別な運動なのだな」

と。そう思っている人たちがたくさんいます。 

 もっともっとみんなにいっぱい知ってもらって、今

日ここへ来るときにいっぱいチラシをいただきました。

皆さんの努力、とてもすばらしいと思いますが、ここ

に来る人たちはもうわかっています。原発はいらない。

問題は、「でも原発なくなると大変なんじゃないの？」

とただ意識的に思っている人たちに、そうじゃない、

何よりも子どもたちの未来、命、空気、普通に深呼吸

ができる環境が必要なんだよということを、わかって

もらうことが大切だと思います。 
 

 

 今日の集会も、どれだけマスコミで報道されるかわ

かりません。もうマスコミはいいです、マスコミより

クチコミ！皆さんの力で世間話をするように、大きな

声で今日集会へ行ったらみんな元気に意思を一つにし

たよね、原発いらないよねと言っていきましょう。 

 ５月５日、ゴーゴー。実は私、こんな皆さんの前で

言うのも何ですが、55 歳です。ゴーゴーです。ゼロに

なった今日を大事に思って、絶対に再稼働をさせない

ように、まだ意識のない人たちにわかっていただける

ように、私も努力します。 

 いま、脱原発の落語を考えているのですが、ゲンパ

チさんという人を悪者にして、その中にカクさんとい

う人も入れて、その人たちを悪者にして落語を考えた

のですが、どうもオチができません。楽しく笑えるオ

チがつくれるような世の中にしたいと思います。私の

仕事です。一緒にがんばりましょう。 
 

  

長田秀樹さん 
北海道平和運動フォーラム事務局長 

一瞬のゼロを一生のゼロに 
 皆さんこんにちは。

ただいま紹介があり

ました、北海道から

来ました。今日５月

５日で、北海道・泊

原発３号機が止まり

ます。全国の仲間の

皆さんが、再稼働はいらないという声を結集した、一

つの結集点でもあります。ただ、再稼働を進めたい人

間は夏場の電力不足、北海道においても、3.1％不足す

るのだから再稼働は進めたい、こうした動きが強まっ

ています。 

 泊原発の問題を３つほど報告します。一つは泊原発

の位置です。泊原発は北海道の日本海側、いちばん西

の端にあります。北海道は西の風が強く吹きます。特

に冬場はそうです。そうすると、約 70ｋｍ圏内である

札幌市を始め、北海道全体に汚染が広がります。そう

すると北海道の第一次産業、農業、林業、水産業、そ

して観光もすべてダメになってしまいます。また、泊

原発は泊村の地層 45度傾斜したところに、強引に建て

られました。その上、泊原発の沖合には、大きな活断

層があることが指摘されています。さらに信じられな

いことに、もし事故が起きたら、原発周辺の住民は原

発に向かって避難しなければいけません。当然、避難

には風向きを考えなくてはなりませんが、それでも普

通はまず原発から逃げると思うのです。でも、遠くへ
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避難する道路が行き止まりなのです。ですから、一度

国道に出て、遠くへ避難しなければならないため、そ

の国道に出るには一度原発に向かって歩いていくので

す。信じられますか。これまでずっと避難道路の整備

を訴えてきました。まだ出来ていないのです。 
 

 

 ２つめが北海道電力の甘い認識想定で、その場を切

り抜けようとする姿勢です。いま１、２号機は運転停

止中で、一次評価を出してまだ審査が進んでいません。

４月 23日に北海道電力は、泊沖の日本海周辺にある海

側と陸側、この活断層が最大長さ 164ｋｍにわたって、

連動することを想定した耐震安全性評価を原子力安

全・保安院に出しました。最初、北電は長さ 81ｋｍと

言ってきかなかったのです。専門家の指摘によって、

ようやく164ｋｍにしたのです。北電は164ｋｍのうち、

海側 98ｋｍと、陸側 66ｋｍの活断層はつながらないと

一方的に決めつけて、164ｋｍ全体が一つにまとまって

動くという想定で行わないで、審査を出した結果なの

です。こうして北電は再稼働に突き進むために、甘い

認識、想定でその場しのぎで、うその安全評価で切り

抜けようとしているのです。あの国民の信頼を失った

保安院でさえ、それでは認められませんとして、全体

を１本の活断層に見直して再評価を、こうしたことを

求めているのです。 

 ３つめは知事の姿勢です。大飯原発を抱える福井県

知事は、一次評価では不十分として、新たな基準を求

めました。周辺の京都府や滋賀県知事は、再稼働への

国民的な理解が得られていないとして、慎重な姿勢を

示しています。これは当然なんです。知事が県民の生

命、安心、安全な生活を守るために、再稼動を進める

国にノーと発信することは、至極当然のことなのです。

しかし、北海道の高橋知事は何て言っていると思いま

すか。「泊原発についての考えを国に示していただいた

上での判断、議論になる」。国に判断を丸投げしている

のです。なぜだかわかりますか。答えは簡単で、高橋

知事は経済産業省のＯＢなのです。そして、北海道出

身ではないのです。任期が終われば帰るのです、地元

に。ですから、知事も北電も道民の命を守るというよ

うな意識はありません。 

 北海道平和運動フォーラムは、中央の 1000 万人アク

ションに倣って、さようなら原発 1000万人アクション

（北海道）を結成しました。すでに、賛同団体も 100

を超えています。呼びかけ人には脚本家の倉本聰さん、

作家の雨宮処凛さん、そして北海道の元副知事も入っ

ています。２月 18 日には、鎌田慧さんもかけつけて、

あの凍結した路面の中をデモ行進しました。3.11 も

3.24 も大規模な集会を開催し、帰って５月８日には知

事に対して、再稼動反対の申し入れをします。北海道

は、風力を始め自然エネルギーの宝庫です。ですから、

北海道からも原発ゼロを目指します。皆さん、連帯し

て闘いましょう。あの枝野（幸男）経済産業大臣は、

５月６日から一瞬原発はゼロになると言いました。一

瞬ではありません。一生ゼロにしましょう。 
 

 
 

山口幸夫さん 
原子力資料情報室共同代表 

日本の原子力ムラの人たちは反省が全

くない 
 こんにちは。私は、

原子力ムラというも

のを、どう壊すかとい

うことが、この会場に

いらっしゃる人たち

と、ここにいらっしゃ

らない人たちも含め

て、最大の問題ではないかと思っています。非常に残

念なことですけれど、50 年前から原子力に関係する専

門家、官僚、業界、この人たちの固い団結、団結とい

う言葉はいい言葉なのですが、原子力ムラを日本の民

衆は許してきたのではないでしょうか。大飯の３号機、

４号機がストレス意見聴取会で、議論になる前に原子

力安全・保安院の課長がこう言いました。「私たちは、

時間に期限をつけずに議論をします」と。本当ですか、
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と聞くと「私たちは信頼を失いましたので、そうやる

つもりです」と、課長は答えました。 
 

 

 
 

原子力ムラのあり方が少し変わるかもしれない。一

瞬思いましたけれど、その後の展開を見ていますと、

１１人の委員のうち、２人だけが原子力ムラに風穴を

開けようと努力をして、非常に貴重な意見を述べまし

た。にもかかわらず、保安院が判断するかたちで、大

飯の３、４号機の再稼動はＯＫだという判断を下しま

した。それを原子力安全委員会、あまりにも有名にな

った“斑目委員会”ですね。これが良しとしました。

原子力ムラのあり方は全く変わっていません。福島の

あれだけの惨劇が起きながらも、日本の原子力ムラの

人たちには、反省というものが全くありません。本来

は４月１日から発足するはずだった原子力規制庁。た

ぶん秋になると思っていますけれど、この原子力規制

庁が原子力ムラに寄りかかった集団を脱することがで

きるか。はっきり言いますと悲観的です。 

 原子力規制庁、極めて独立性も疑わしいですし、そ

こできちんと批判を展開できる専門家と称する人たち

がどれだけいるか。ほとんど顔は思い浮かびませんけ

れど、これを私たちがきちんと監視するという方法で

しか、未来はないと思います。 

 今日はこどもの日なのです。次の世代のために、い

ま私たちができることは、原発を廃止して新しい社会

システムをつくる。こういう出発点を歩み出すという

ことだと思います。会場の皆さん、全国の人々と一緒

に力を尽くそうではありませんか。 

 

チェヨルさん 
韓国・環境財団代表 

脱原発の連帯を深めて安全な東アジアを 
 皆さんこんにちは。

私は韓国で民主化運

動、環境運動を 43 年

間やってまいりまし

たが、今日初めて鉢巻

をしました。まず皆さ

んと一緒に呼びかけ

たいと思います。 

 「サイカドウハンタイ！ゲンパツハンタイ！」 

 今日は日本にある54基の原発が全て止まる歴史的な

日です。今朝のテレビで、原発再稼動は誰が決めるの

かということを尋ねるアンケート調査を観ました。そ

こでは政治家や専門家よりも市民が決定すべきことで

あるという意見が圧倒的に多かったのです。その理由

は今までは政治家や官僚、産業界、そしてメディアな

どで原発は絶対に安全で経済的であるというふうに言

われていたのですが、3.11 の大震災を通じて、その神

話が崩れたからです。私は政府というものは国民の生

命と財産を守るために存在するものだと思います。し

かし日本政府は、福島の事故があったにもかかわらず、

今年の夏に電力供給が足りないという名分で再稼動を

推進しています。これに対して、われわれ市民社会は

電力が足りているという確信の下に自然エネルギーへ

の転換と節電でこの局面を克服すべきだと思います。 

 日本は長い間、世界においてエコノミック・アニマ

ルと呼ばれてきました。老子の言葉の中に「無為自然」

という言葉があります。つまり自然を大事にすれば、

利益は自然に生まれるという意味です。しかし日本政

府は生命よりも利益を重視してきました。もうこれ以

上、住民の犠牲の上に経済が優先されることは許され

ません。私たちは 3.11 大震災を経て、脱原発社会を迎

えるためのチャンスを迎えていると思います。そして、

日本社会が新たな民主化への道を歩むような状況も迎

えていると思います。私は 1988 年以来、日本を 50 回

以上訪問しています。3.11 以降は、他のどの国よりも

日本の市民運動が活発になっていることを感じていま

す。私は１月に横浜で開催された「脱原発世界会議」

で、日本国民が民主主義を願う情熱を感じました。 

韓国の市民たちも脱原発のために一生懸命がんばっ

ています。市民運動家出身のパク・ウォンスン・ソウ
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ル市長も、ソウル市から原発を減らすというワークシ

ョップを開き、各家庭に自然エネルギーを導入して、

エネルギー節約を実践できるアイデアを集めています。

70 余りの市民団体も核なき社会のための共同行動を結

成して、寿命に達したコリ１号機の閉鎖運動を行って

います。特に 12月に行われる大統領選挙では、脱原発

と自然エネルギーが主なイシューとなると私は考えて

います。私は昨年８月に広島で開催された原水禁世界

大会で、東アジア脱原発・自然エネルギーネットワー

クを提案しました。そして、今年の 3.11、日比谷公園

では、ネットワークが結成されました。皆さん、原発

の密集地域である韓国、日本、中国から脱原発の連帯

を強めて、安全な東アジアをつくっていきましょう。 

 「ノーモア・ヒロシマ、ノーモア・ナガサキ、ノー

モア・フクシマ、トウキョウシンブン、ファイティン

グ！アリガトウゴザイマス！」。 
 

椎名千恵子さん 
原発いらない福島の女たち 

今日のつながりをほどくことなく 
 緑がきれいですね。

東北も桜の花、桃の花

が終わり若葉はきれ

いになりました。こう

した中でも季節は移

ろい、動いています。

しかし福島は 3.11 以

来、時間が止まっています。日曜日になると、子ども

たちが街頭に駆り出されます。先日はキッズパレード

と称して、１マイクロ、２マイクロ、そうした高線量

の中を子どもたちは歩かされました。復興キャンペー

ンイベントです。今月は郡山で夢の子どもマラソンと

称するイベントが行われます。ありえません。私たち

の胸は張り裂けそうです。くやしいです。力は足らな

いのですが、何とか電話攻撃など、阻止に向かいたい

と思ってはいるのですが。しかし、泣いているばかり

ではありません。 

 先日、福島原発告訴団が立ち上がりました。また、「命

の側」に立つ診療所も立ち上がっています。今日は、「原

発いらない女たち」が「かんしょ踊り」で経産省を取

り囲みます。かんしょ踊りは明治時代から会津地方に

伝わる盆踊りです。民衆がその意地を確かめるために、

178 番の歌詞をつけて、踊りまくります。武藤類子さん

（ハイロアクション福島原発 40年実行委員会）から学

びました。ところがＧＨＱ占領下、戦後弾圧されまし

た。あまりにも激しい民衆の意思が見えたからです。

私たちはその抗いの踊りを今日踊ります。 

 

 
 

 もう一つここで確認したいことがあります。今日は

ここにいる皆さん、そして「原発いらない」と全国で

長年活動してきた皆さん、そして 3.11 以降、時間を惜

しみ、体を惜しみ、がんばってくれた皆さんとともに、

もうすぐ原発ゼロの日を迎えることができます。子ど

もへのプレゼントをすることができます。止まったの

ではない、止めたのだということを確認しましょう。 

 そして、どんな絶望的なことが起きても、私たちは

子どもを守る。未来を守る。未来をつくっていく。そ

うした大人たちがここに集まっているということです。

これも子どもたちに生きる姿勢を見せるプレゼントで

はないでしょうか。さまざまな違いがあります。そう

した違いに腹を立て、情けなくもなり、がっかりもし

ます。しかし、そんなとき、そうした事態をいったい

誰が喜ぶのかということを基本に据えて、今日のこの

つながりをほどくことなく、ひるむことなく、原発が

なくなる日に向かって続けていきましょう。 
 

神田香織さん 
講談師／賛同人 

原発の息の根を止め続けましょう 
 皆様こんにちは。い

わき市出身の講談師、

神田香織でございま

す。朝は有楽町駅前で

1000 万人署名のお願

いをしてまいりまし

た。そして、古今亭菊

千代さんと一緒に今度は移動して経産省のテント前で、

ハンストを闘っている皆さんを激励してまいりました。

私はハンストが始まる前の記者会見で約束させていた

だきました。「私はハンストには付き合えない。なぜな

ら食いしん坊だから。でもその代わりに大好きなお酒

断って皆さんと付き合う」。 

 今日５月５日、夜に原発が全部止まる。今日はかん
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しょ踊りをしながらビールで乾杯ということで、皆さ

んも一緒に乾杯していただけたらと思います。 

 私の後ろにいる人、何だと思いますか。怒りの講談、

私一人ではなかなか全国を走れません。一般の人でも

講談の鋭い発声を練習して、それぞれテーマを持って、

社会的な演目を大いにアピールしようということで、

講談教室を始めました。その生徒でございます。こう

いう派手なハッピを着て、派手なのぼり旗を立てて、

庶民の声を代弁していこうということで、これからも

私たちは突き進んでいきたいと考えています。 
 

 

  
福島県いわき市、今はかつおの時期です。目に青葉、

山ホトトギス、初がつお。あの浜の辺りのかつおは、

土佐のかつおが及ばないくらい実はおいしいのです。

ところがとれないのです。目の前にどんなに海原が広

がっていようとも、かつお一匹釣ることができないの

です。でも魚屋にはかつおが並んでいました。よく見

たら鹿児島産のかつおでした。鹿児島産も確かにおい

しいとは思いますが、目の前の宝物をとることができ

ない。私の親友が言っていました。私は大好きないわ

きのアワビを食べなければ死ねない。だから死ぬ前に

は密漁でもいいからもぐって、アワビをとってそれか

ら死にたい。半分冗談でしょうが。それくらい魚がと

れない、食べられない。キノコもタケノコも掘っても

食べられないのです。子どもたちも外で転げまわれな

い。そういう状況をこれ以上、日本のどこでも起こさ

せてはならない。福島を最後にしましょう。今日原発

は止まります。この息の根を止め続けましょう。 
 

落合恵子さん 
作家／呼びかけ人 

世界中から原発をなくす始めの一歩に 
 こんにちは。大丈夫

ですか、暑さは。水を

飲んでいますか。水は

ちゃんと飲んでくだ

さい。本当はものすご

い力を入れて声を出

したいのですが、私、

肋骨にひびが入ってしまいまして、今日はもう一つ力

が入りませんが、何のこれしきの痛み。これだけの人

たちが怒りを持ってここへ集まっているということを、

やっぱり私たちは届けましょう。原発を止めることは

集団自殺などという人たちに、原発を動かすことこそ

が全ての人たちへの集団自殺の強制なのだということ

を訴えていきましょう。５月５日、奇しくもこどもの

日。私たちは原発ゼロを迎えますが、この一瞬で私た

ちは満足していません。永遠に日本だけではない、世

界中から原発をなくす始めの一歩の日としましょう。 

 1970 年以来、42年ぶりに私たちは原発ゼロを迎えた

のです。一瞬ではありますが、核の火を消したのです。

まやかしの平和利用の名の下に核は生き延びてきまし

た。私たちは心に刻みます。福島第一原発過酷事故以

来、いまなお 16万人の人々が自分たちの歴史を刻んだ

故郷に、家に帰ることができず生きておられるという

ことを。もう二度とこんなことはごめんです。原発ゼ

ロの日を迎えても、全てが終わったわけではなく、こ

こから全てが始まります。使用済み核燃料をはじめと

して、気が遠くなるような放射能を持った破滅へのゴ

ミを私たちは今なお持ち続けているということを、忘

れてはならないと思います。放射性廃棄物の処理の方

法も持たず、安全に管理する方法も一切持たずに、私

たちはこの現実の中にいるということを心に刻みつつ、

それでも 2012年５月５日の今日、原発ゼロを迎えるこ

どもの日を心から歓迎しましょう。そして、これがず

っと続くことを一人ひとりが約束していきましょう。 

 一昨日、私たちは憲法記念日を迎えました。この時

代の今の政権は、そして歴代の政権は私たちの生存権

と平和をずっと脅かしてきた。そのことを忘れずにい

きましょう。そして、それらの政権を倒すことができ

なかった私たちの責任もしっかり心に刻んでいきたい

と思います。原発の存在、これ以上のテロはないと思

います。始めの一歩を踏み出しましょう。さあ、行き

ましょう！！    (写真：今井 明／編集：事務局)   

 


